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資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 29 年６月 12 日
独立行政法人国立病院機構
熊本医療センター院長 高橋 毅

◎調達機関番号 597 ◎所在地番号 43
〇第 14002 号（№14002）
１ 調達内容
 品目分類番号 71、27
 導入計画物品及び数量 病院情報システム
一式及び７年間の保守業務委託
 調達方法 購入等
 導入期限 平成30年度第４・四半期
 納入場所 独立行政法人国立病院機構熊本
医療センター
 調達に必要とされる基本的な要求要件 詳
細は導入説明書による。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料等の提供を招請す
る。
 資料等の提供期限 平成29年７月14日12時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提出先 〒8600008 熊本県熊本市中央区
二の丸１５ 独立行政法人国立病院機構熊
本医療センター企画課長 村上 司 電話
0963536501

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成29年６月12日から平成29年
７月14日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
５ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 71, 27

 Nature and quantity of the product to be

purchased : Hospital Information System 1

set and system maintenance commission for

7 years

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Refer to the instructions for detail

 Time‑limit for the submission of the re‑

quested material : 12 : 00 July 14, 2017

 Contact point for the notice : Tsukasa

Murakami, Director, Accounting Division,

National Hospital Organization Kumamoto

Medical Center, 15 Ninomaru Chuou‑ku
Kumamoto‑shi Kumamoto‑ken 8600008,
Japan. TEL 0963536501

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 29 年６月 12 日
国立研究開発法人国際医療研究センター

理事長 國土 典宏
◎調達機関番号 614 ◎所在地番号 13
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 手術室・重症系シ
ステム 一式
 調達方法 借入等
 導入予定時期 平成30年３月31日
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 本システムは、国立研究開発法人国立国
際医療研究センターにおける診療業務及び
経営管理業務を総合的に支援するためのも
ので、手術室や重症病棟（手術室、アンギ
オ室、ＩＣＵ、ＨＣＵ、ＳＣＵ、救急外来、
救急病棟、感染症病棟）において、患者の
生体監視・モニタリングを行えるシステム
であること。
 本システムは、国立国際医療研究セン
ター病院の各部門で使用している医療機器
及びシステムに対するインターフェイスを
有すること。
 本システムは、要求機能を達成するため
に十分なデータ処理装置（サーバー等）、
端末装置を有すること。
 本システムのうち、病院業務に不可欠な
システムは365日24時間自動稼働し、安全
で容易に運用できること。また、システム
障害を最小限に抑えるため、システム２重
化等の障害時対策が十分にされているこ
と。

 本システムは、本院の特質から必要とさ
れる機能（外国人患者への対応機能等）に
ついて拡張性を有すること。
 本システムは、セキュリティ対策として
利用者種別に応じたデータのアクセス権が
設定でき、全てのアクセスログが残せるこ
と。また、厚生労働省の医療情報システム
の安全管理に関するガイドライン（最新版）
に基づいたセキュリティ対策が十分になさ
れていること。
 本システムは、病院経営、診療業務を高
度に支援するため、最新かつ安定性の高い
技術に基づくこと。また、操作性及び応答
時間は十分実業務に対応できること。さら
に各種データの二次利用が可能であるこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成29年７月12日17時
15分（郵送の場合は必着のこと。）
 提出先 〒1628655 東京都新宿区戸山
１21１ 国立研究開発法人国立国際医療
研究センター調達企画室長 浅井 誠司 電
話0352735291

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成29年６月12日から平成29年
７月12日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
５ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Operating room and Severe sys‑

tem 1 set

 Type of the procurement : Purchase

 Planned introduction timing : March 31,

2018

 Basic requirements of the procurement :

 This system is to support comprehen‑

sive medical service and management

management work at the National Re‑

search and Development Center National

Institute of Medical Research Center, and

it is equipped with an operating room and

severe ward (operating room, angiology

room, ICU, HCU, SCU, emergency out‑

patient, emergency ward, infectious dis‑

ease ward), it is a system that can per‑

form patients living body monitoring and

monitoring

 This system should have an interface

to the medical equipment and systems

used in each department of the National

International Medical Research Center

hospital

 The system shall have enough data

processing equipment (server etc), termi‑

nal equipment to achieve the required

function

 Of this system, systems that are essen‑

tial for hospital operations should be au‑

tomatically operated 24 hours a day, 365

days a year, safe and easy to operate.

Also, in order to minimize system fail‑

ures, countermeasures against failures

such as duplication of systems are suffi‑

cient

 The system should be extensible with

respect to the functions required by the

characteristics of this hospital (such as

the ability to respond to foreign patients)

 In this system, it is possible to set the

access right of data according to the user

type as a security measure, and leave all

access logs. In addition, security mea‑

sures based on the Ministry of Health,

Labor and Welfare Guidelines on Safety

Management of Medical Information

Systems (latest version) have been ade‑

quately implemented

 The system is based on the latest and

stable technology in order to highly sup‑

port hospital management and medical

service work. In addition, operability and

response time should be sufficient for ac‑

tual work. Secondary use of various data

is possible
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